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質
公
債
費
比
率
は
、
そ
の
年
度

　
　
の
歳
出
の
中
で
、
過
去
に
行
っ

た
借
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ
た
額
が

ど
の
程
度
の
大
き
さ
な
の
か
を
見
る

指
標
で
あ
り
、
当
町
は
、
平
成
18
年

度
に
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
策

定
し
実
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
依
然

高
率
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
早
期
健
全
化

団
体
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
年

度
中
に
健
全
化
法
に
基
づ
く
財
政
健

全
化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
比
率
を
早
期
健
全
化

基
準
の
25
％
以
下
を
下
回
る
水
準
に

引
き
下
げ
る
計
画
と
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

（
１
）補
助
金
等
の
見
直
し

▼
コ
ン
ポ
ス
ト
補
助
等
の
廃
止
▼
長

寿
祝
い
金
事
業
の
縮
小
▼
高
齢
者
事

業
団
運
営
事
業
の
縮
小
▼
洞
爺
湖
温

泉
観
光
協
会
支
援
事
業
の
縮
小
▼
洞

爺
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
補
助
事
業

の
縮
小
▼
古
紙
回
収
事
業
者
交
付
金

事
業
の
縮
小
▼
資
源
ご
み
集
団
回
収

助
成
事
業
の
縮
小
▼
加
工
流
通
施
設

等
運
営
費
の
削
減
▼
そ
の
他
団
体
・
事

洞
爺
湖
町
財
政
健
全
化
計
画（
案
）

の
必
要
性

１
、地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

　 

健
全
化
に
関
す
る
法
律
の 

 

　 

施
行

２
、
こ
れ
ま
で
の
洞
爺
湖
町
行

　 

財
政
改
革
実
施
計
画
に
お 

　 

け
る
主
な
取
組
み
に
よ
る

　 

効
果
額

洞爺湖町財政健全化計画（案）について
　旧虻田町と旧洞爺村は、厳しい財政状況の下、財政基盤の強化を図ることを主眼に、平成18年３月27日、合併しました。合併

後、持続可能な財政運営に資することを目的に、事務事業の見直し、職員の不補充、職員給与の削減など経常経費の削減などを

行って参りました。

　しかしながら、毎年の公債費等(借金の返済)の償還が多額であることから、実質公債費比率が高率で推移しており、平成19

年6月に成立し、今年度本格施行となる地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、健全化判断比率のうちこの比率で

早期健全化団体(自主的に財政の健全化をはかる)となります。

　また、洞爺湖町は、当該年度の収入で支出を賄えてはおらず、家庭に置き換えれば、貯金である基金で収入を補てんしており

ます。この歳入不足は、合併以前から旧虻田町、旧洞爺村共に抱えており、持続可能な財政運営を図る上では、この解消が不可

欠であります。もし、この改善が図られなければ、貯金である基金がなくなってしまい、累積赤字が早期健全化団体の基準を超

える可能性も十分に考えられます。

　今年度、策定する財政健全化計画には、早期健全化基準を超えた実質公債費比率の改善策はもとより、収支の均衡を図る改

善策も同様に盛り込まなければなりません。したがって、町税等の歳入確保に努め、合併効果を活用し、歳入規模に見合った歳

出の確立と新たな行政需要に柔軟に対応できる財政構造に転換する必要があります。

　つきましては、健全化法に基づく財政健全化計画の基礎となる「洞爺湖町財政健全化計画（案）」を以下のとおり策定しました。

町民の皆様にも一定のご協力をいただかなければならない状況にありますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し

上げます。

　　　　平成21年８月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洞爺湖町長　長　崎　良　夫　
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町民の皆様にも一定のご協力をいただかなければならない状況にありますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し
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　　　　平成21年８月
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事
務
事
業
の
見
直
し
の

主
な
も
の

【実質公債費比率の推移】　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

※実質公債費比率の年度については、算定年度であります。
※この数値は財政健全化対策後も変わりません。

区 分

実 質 公 債 費
比率（３ヵ年平均）

単 年 度 実 質
公 債 費 比 率

H21

25.1

30.4

H22

26.6

28.7

H23

23.7

27.4

H24

21.5

25.1

H25

18.8

23.9

H26

17.2

21.3

H27

15.6

19.1

区　　分 改 革 内 容
年度別効果額

H19 H20 H21

総効
果額

審議会等の報酬額の改定、
定数の見直し

特別職、一般職の給与の独自削減

退職者の不補充

勧奨退職制度の積極的活用

集中管理による公共施設保
守管理費の縮減

内部管理経費の削減

・事務機器、消費品の削減

・事務用品の自前購入の徹底

・公用車の削減

事務事業評価制度の実施

H19…27事業　H20…57事業

４

156

27

５

６

７

205

４

144

19

28

６

９

31

241

４

126

23

68

６

９

61

297

12

426

69

101

18

25

92

743

効率的な組織・
機構の編成

定数管理・給与
の適正化及び
人材育成

効率的な事務事
業の推進（事務
事業の見直し）

健全な財政運営

合　　計

【実施計画の効果額】　　　　　　　　　　（単位：百万円）



業
運
営
補
助
の
削
減

（
２
）公
共
施
設
の
効
率
的
運
用

▼
指
定
管
理
者
の
導
入（
４
施
設
）▼

火
葬
場
の
統
合（
洞
爺
火
葬
場
廃
止
）

▼
社
会
教
育
施
設（
４
施
設
）の
冬
季

間
の
休
館
▼
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

区
間
の
縮
小

（
３
）受
益
者
負
担
の
見
直
し

▼
昆
虫
駆
除
等
の
実
費
徴
収
▼
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
の
改
正

（
４
）事
業
の
見
直
し

▼
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
事
業
の
休
止
▼
公

営
住
宅
事
業
の
休
止
▼
街
路
事
業
の

休
止

（
５
）職
員
の
対
応
に
よ
る
業
務
の
見

直
し

▼
役
場
庁
舎
等
の
公
共
施
設
の
清
掃

業
務
▼
役
場
庁
舎
の
土
日
祝
日
の
日

直
業
務

　
歳
出
面
で
は
、既
に
平
成
18
年
度
か

ら
の
退
職
者
の
不
補
充
、勧
奨
退
職
の

活
用
、平
成
19
年
度
か
ら
給
与
の
独
自

削
減
な
ど
の
人
件
費
対
策
、公
債
費
負

担
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
起
債
事
業

の
削
減
に
よ
る
公
債
費
の
抑
制
、行
財

政
計
画
に
よ
る
内
部
管
理
経
費
等
の

削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、公
債
費
が

高
水
準
で
推
移
し
、ま
た
、投
資
的
経

費
は
抑
制
し
つ
つ
も
、継
続
事
業
の
実

施
に
は
多
額
の
一
般
財
源
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、歳
入
面
で
は

景
気
の
低
迷
や
人
口
の
減
少
な
ど
に

よ
る
町
税
の
減
収
や
、国
の
基
礎
的
財

政
収
支
の
黒
字
化
の
た
め
の
地
方
の

さ
ら
な
る
歳
出
削
減
を
前
提
と
し
た

普
通
交
付
税
の
削
減
、さ
ら
に
は
、財

政
調
整
基
金
等
の
枯
渇
に
よ
る
財
源

不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
影

響
に
よ
り
平
成
23
年
度
で
財
政
調
整

基
金
な
ど
が
枯
渇
し
、平
成
24
年
度
か

ら
単
年
度
収
支
不
足
が
発
生
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、平
成
27
年
度
で
財
源

不
足
額
の
累
計
額
が
６
億
５
千
万
円

と
な
り「
早
期
健
全
化
団
体
」に
な
る

可
能
性
が
極
め
て
高
く
、厳
し
い
財
政

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め

に
も
、
早
急
に
さ
ら
な
る
行
財
政
改

革
の
実
施
に
取
り
組
み
、
財
政
健
全

化
計
画
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

３
、こ
れ
ま
で
の
取
組
を
基
に

　 

し
た
今
後
の
普
通
会
計
の 

　 

財
政
収
支
見
通
し

洞爺湖町財政健全化計画（案）の内容
（１）住民生活に直接関わるもの　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

具体的施策 実 施 内 容
年 度 別 目 標 効 果 額

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

目標
総効
果額

補助金等の

整理合理化

補助金について、ゼロベ
ースからの見直しを行う
ものです。

住民サービスの維持のため、税
率の0.1％改定を行うものです。
※現行1.4％→改定1.5％

国際観光ホテル整備法
登録ホテルの軽減措置
の見直しを行うもので
す。

高齢者交通費助成の有料
化の導入を行うものです。

高齢者入浴助成の利用者
負担金の改正を行うもの
です。

一般入浴助成の使用料の
改正を行うものです。

公共施設の減免規定の改
正、学校開放事業の有料
化を行うものです。

「松の湯」の施設設備の更
新経費などから、廃止を
行うものです。

赤字の解消策として、料
金の改正を行うものです。

合併後の経過措置による
税率の統一化を図るもの
です。

固定資産税

の超過課税

固定資産税
の軽減措置
の縮小（軽減
措置期間の
設定）

受益者負担
の適正化

公共施設の
統廃合等

下水道料金の改定

合 計

国民健康保険
税の不均一税
率の改正

―

―

―

―

1

1

―

―

―

―

2

3

―

―

―

2

1

1

―

6

―

13

3

―

―

1

2

1

1

―

12

―

20

3

42

―

1

2

1

1

6

12

―

68

3

42

―

1

2

1

1

6

12

(10)

68

3

―

―

1

2

1

1

6

12

(10)

26

3

―

30

1

2

1

1

6

12

(10)

56

18

84

30

5

13

7

6

24

66

(30)

253

※(　)書きの効果目標額は、下水道会計の赤字解消のため、当該計画には含めません。

■用語解説

◆実質公債費比率－町税、普通交付税などの収入の

　うち、借入金の返済に使われた割合

◆早期健全化団体－財政の健全度を判断する実質

　公債比率など4つの基準が、早期健全化基準以上

　になると、自主的な健全化計画の実行を国から求

　められる地方公共団体

◆財政再生団体－実質赤字比率など３つの基準が

　再生基準以上となると、国の管理下となる地方公

　共団体。現在夕張市がこの団体（財政破綻団体）。



 

　
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
お
聞
き
し
、

現
状
で
の
検
証
を
行
い
、
検
討
す
る

も
の
で
す
。

（
ア
）
保
育
料
の
検
討

（
イ
）
常
設
保
育
所
の
統
合
の
検
討

（
エ
）
町
立
洞
爺
高
校
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
検
討

　
町
で
は
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
様
々
な
意

見
・
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　

〔
閲
覧
方
法
〕税
務
財
政
課
財
政
健
全
化
グ
ル
ー
プ
、
洞
爺
総
合
支
所
、
洞
爺

湖
温
泉
支
所
の
各
窓
口
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
問
合
せ
　
税
務
財
政
課
財
政
健
全
化
グ
ル
ー
プ
　

　
　
74-
３
０
０
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
74-

２
１
２
１

【財政健全化の取り組みをせず現状のままの場合の財政収支見通し】（単位：百万円）

区　　分 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

歳 入

歳 出

単年度収支

累 積 不 足

補塡基金残高

7,467

7,398

69

0

712

6,456

6,859

△403

0

312

6,227

6,451

△224

0

91

5,898

6,067

△169

△169

0

5,519

5,787

△268

△437

0

5,438

5,581

△143

△580

0

5,336

5,406

△70

△650

0

財政健全化団体

【財政健全化の取り組みを行った場合の財政収支見通し】　　　　（単位：百万円）

区　　分 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

歳 入

歳 出

単年度収支

累 積 不 足

補塡基金残高

7,469

7,398

71

0

712

6,478

6,720

△242

0

473

6,256

6,311

△55

0

421

5,872

5,927

△55

0

369

5,564

5,639

△75

0

297

5,442

5,442

0

0

300

5,369

5,347

22

0

303

健全化対策を実施することにより、収支の均等を保った財政運営が可能となります。

「早期健全化団体」となる可能性も考えられ、深刻な財政状況が予想されます。

収
支
見
通
し（
普
通
会
計
）

（２）行政自らが行うもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

具体的施策 実 施 内 容
年 度 別 目 標 効 果 額 目標

総効
果額H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

独自削減の拡大を行います。

※特別職

（15%→30%に拡大）

※一般職

（9.2%→二倍程度に拡大）

職員数の削減・抑制を行います。

※計画期間中に34人の削減を

行います。

遊休財産等の処分を積極的に

行い、活用方法の検討を行い

ます。

現状より、さらなる事務的経

費の見直し行い縮減を図りま

す。

合併効果を活かした効率化に

より、給食センターの統合を

行います。

間伐材の有効活用を行います。

給与の独自削減の拡大

内部管理経費の削減

※一般財源ベースで１千万円

程度の削減を行います。

給与の独自削減
の 拡 大

職員数の削減・
抑 制

普通建設事業の
抑 制

遊休財産等の
処 分

内部管理経費等
の 縮 減

公共施設の統廃
合 等

特別会計の経営健
全化（繰出金の削減）

合 計

町有林の管理・活用

―

―

(90)

―

―

―

―

―

―

7

84

(38)

10

13

2

1

9

7

2

135

7

78

(38)

10

21

2

1

9

7

2

137

7

75

(43)

10

20

2

－

9

7

2

132

7

80

(13)

10

－

2

－

9

7

2

117

7

70

(62)

10

－

2

－

9

7

2

107

－

－

(42)

10

－

2

－

9

－

2

23

35

387

(318)

60

54

12

2

54

35

12

651
※（　）書きの効果目標額は、すでに財政収支見込に計上済みのため、当該計画には含めません。

（
３
）検
討
し
方
向
性
を
出
す
も
の



③
企画防災課行財政改革推進室　74-3004

　町の財政状況は、社会資本整備に伴う公債費比率の上昇や慢性的な歳入不足により、危機的な状況に直面してい

ます。このため、21年度以降の行財政改革は、深刻な財政危機を乗り越えるため、適正な職員定数の管理、職員給与

の削減、さらに徹底した行政の内部管理経費削減は勿論ですが、「補助金改革」や「受益者負担」を含む行政サービス

の見直しの中で、町民の皆さんにも一定のご協力をいただくよう進めざるを得ない状況にあります。

　今回は、補助金見直しの基本的な考え方についてお知らせいたします。なお、今後のスケジュールとしては、22年

度補助金募集を９月～10月、庁内審査を11月～12月に行うこととしています。

１ 補助金見直しの目的

　　補助金は、町民が主体となって取り組む公益活動

を行政が支援するという一面や町民と行政との協働を

　進める上で大切なものですが、その有効活用と公益性、

透明性が強く求められています。

　　22年度補助金の採択にあたっては、あらためて補

助金交付の原点に立ち返り、「公益性」等を重視した審

　査を行い決定することとしました。

２　補助金要望団体等による「平成22年度事業計画書」 

　等の提出

　　対象となる補助金は、基本的には他の規程等によ

り交付基準等が定められている助成金などを除く補助

金及び新たに制度化する補助金とします。なお、原則、

22年度補助金を要望する団体等には、指定する期間内

に審査に必要となる次の書類を提出していただきます。

 (1)平成22年度事業計画書　(2)補助金等要望額算出

　　 調書　(3)自己評価票

３　交付基準と審査

　　審査は、補助金等の見直し基準（平成19年3月策定）

に基づき、別に定める補助金等審査実施要領に規定す

　る「補助金等庁内審査調書」により、補助金を所管す

る課（第一次審査）及び庁内に設置する行財政改革推進

　委員会（第二次審査）が実施します。

22年度の補助金改革

補助金見直しの考え方について

１　事業の「公益性」
　　　　(1) 地域での町民自治、社会福祉・教育の推進について高い必要性を認める
　　　　　　もので、特定の者のみ利益に供することのないもの。
　　　　(2) 行政の施策として、事業を団体、個人に積極的に推進しようとするもの。
　　　　(3) 地域の経済・産業の振興、雇用の促進の分野において、行政が積極的に普及・支援
            する上で、事業推進を図るための援助が必要と認められるもの。
２　事業の「有効性」
　　　　(1) 補助金の交付に対して効果が認められること。
　　　　(2) 事業活動の目的・視点・内容などが明示され、かつ、社会、経済情勢に合致していること。
　　　　(3) 多様な主体と行政との役割分担の中で、真に補助すべき事業・活動であること。
　　　　(4) 社会情勢から適宜を得ていること。
３　団体等の「適格性」
　　　　(1) 団体等の会計処理及び使途が適切であること。
　　　　(2) 団体等の事業活動の内容が団体等の目的と合致していること。

交付基準：判断指針



　
　
界
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
に
向
け
て
、 

　
　
最
終
審
査
と
な
る
現
地
審
査
が

７
月
17
日
〜
19
日
の
２
日
間
に
亘
っ

て
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
コ
モ
オ
教
授
と

モ
ハ
ド
・
シ
ャ
フ
ィ
ー
ア
・
レ
ー
マ

ン
教
授
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
洞
爺
湖
町
の
洞
爺
湖
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り
に
、
岡
田

弘
・
北
大
名
誉
教
授
ら
が
審
査
委
員

に
洞
爺
湖
有
珠
山
地
域
の
特
色
を
説

明
し
な
が
ら
、
西
山
火
口
散
策
路
、

有
珠
山
外
輪
山
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
洞
爺
湖
周
辺
地
域

エ
コ
ニ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
協
議
会
会

長
の
山
中
漠
壮
瞥
町
長
が
「
洞
爺
湖

有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
厳
正
な
審
査
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
道
の
高
原
陽
二

副
知
事
は
「
道
内
２
カ
所
が
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
選
定
さ
れ
光
栄
で
す
。

こ
の
地
域
が
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と

し
て
か
け
が
え
な
い
も
の
に
な
る
こ

と
に
期
待
し
ま
す
」
と
ピ
ー
ア
ー
ル

し
ま
し
た
。

　
審
査
委
員
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
コ
モ

オ
教
授
は
「
皆
さ
ん
の
熱
意
に
心
打

た
れ
て
い
ま
す
。
前
向
き
に
と
ら
え

て
も
ら
え
る
様
私
達
も
努
力
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
２
０
０
０
年
噴
火
記
念

公
園
展
望
台
へ
移
動
し
、
北
海
道
か

ら
砂
防
施
設
や
噴
火
遺
構
に
つ
い
て

の
取
組
み
を
説
明
。
審
査
委
員
か
ら

は「
説
明
版
に
つ
い
て
、も
う
少
し
ジ

オ
パ
ー
ク
と
し
て
の
詳
し
い
説
明
が

必
要
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
西
山
散
策
路
南
口
か
ら

　

散
策
路
を
歩
き
、
被
害
を
受
け
た
幼

稚
園
や
盛
り
上
が
っ
た
道
路
、
倒
壊

し
た
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
木
の
実
沢
展
望
台

や
南
外
輪
山
か
ら
北
外
輪
山
を
回
り

初
日
の
行
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
有
珠
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
山
頂
展
望
台
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
１

９
７
７
年
火
山
遺
構
公
園
や
三
松
記

念
館
な
ど
を
視
察
。

　
道
の
駅
そ
う
べ
つ
情
報
館
Ｉ
で
は
、

住
民
団
体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
、
小
川
洞
爺
湖
温
泉

観
光
協
会
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
長
が
、

同
協
会
で
の
取
組
み
を
く
わ
し
く
説

明
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
19
日
は
豊
浦
町
の
カ
ム

イ
チ
ャ
シ
史
蹟
公
園
や
伊
達
市
の
北

黄
金
貝
塚
公
園
や
善
光
寺
な
ど
を
視

察
し
、
伊
達
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
総

括
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

－第５回－－第５回－

企画防災課 　74-3004企画防災課 　74-3004

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
へ

最
終
審
査
行
わ
れ
る

審査委員に噴火の状況を説明する岡田北大名誉教授（左）審査委員に噴火の状況を説明する岡田北大名誉教授（左）

歓迎セレモニー歓迎セレモニー

７月17日
～19日

７月17日
～19日



　
　
爺
湖
の
夏
を
彩
る
夏
祭
り
が
洞

　
　
爺
湖
温
泉
地
区
と
洞
爺
地
区
で

７
月
25
日
雨
が
降
り
続
く
あ
い
に
く

の
天
候
の
中
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し

た
。
温
泉
地
区
で
は
恒
例
の
浴
衣
美

人
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
洞
爺
地
区
で
は

太
鼓
台
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ
れ
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
温
泉
で
行
わ
れ
た
の
は
、
洞
爺
湖

温
泉
夏
祭
り（
主
催
同
実
行
委
員
会
）

で
、
８
月
20
日
ま
で
洞
爺
湖
汽
船
本

社
前
の
桟
橋
の
特
設
会
場
で
盆
踊
り

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
初
日
は
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
９
in
洞
爺
湖
」
が
開
か
れ
、

フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
や
と
う

や
湖
和
牛
な
ど
を
集
め
た
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
食
材
市
場
や
角
質
を
食
べ
る

魚
ヒ
ー
リ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ

ー
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
雨
の
中

で
も
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
手
づ
く
り
ア
ク
セ
サ
リ

ー
や
木
工
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
多
種
多

様
な
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
12
ブ
ー

ス
出
店
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

　
恒
例
の
温
泉
ゆ
か
た
美
人
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
８
人
が
参
加
し
て
浴
衣

の
着
こ
な
し
や
洞
爺
湖
へ
の
ア
ピ
ー

ル
度
な
ど
で
競
い
合
い
、
ミ
ス
に
は

万
世
閣
の
岩
崎
愛
実
さ
ん（
22
歳
）が

選
ば
れ
、
今
後
１
年
間
洞
爺
湖
温
泉

の
イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
一
方
、
洞
爺
夏
ま
つ
り
（
主
催
洞

爺
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
）
は
、
「
と

う
や
水
の
駅
」
を
主
会
場
に
開
か
れ
、

洞
爺
中
吹
奏
学
部
の
演
奏
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。

　
恒
例
の
パ
レ
ー
ド
は
、
雨
の
中
、

太
鼓
台（
ち
ょ
う
さ
）を
先
頭
に
、
山

車
４
基
、洞
爺
湖
踊
る
社
中
の
よ
さ
こ

い
踊
り
が
続
き
、道
路
わ
き
で
は
、観

客
も
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
勇
壮

な
パ
レ
ー
ド
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

夏祭りを楽しむ夏祭りを楽しむ

ゆかた美人コンテストでミスに選ばれた岩崎愛実さん(中央)と
準ミスの高見里奈さん(左)と藤原三保子さん(右)

ゆかた美人コンテストでミスに選ばれた岩崎愛実さん(中央)と
準ミスの高見里奈さん(左)と藤原三保子さん(右)

いきおいよく回る山車いきおいよく回る山車かわいい子どもの山車かわいい子どもの山車 ネイルアートを体験する子どもらネイルアートを体験する子どもら



　
　
爺
湖
町
は
、
平
成
18
年
３
月
に

　
　
合
併
し
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
合
併
時
に
お
け
る
職
員
数

は
１
８
４
人
で
、
い
く
つ
か
の
特
殊

性
を
考
慮
し
て
も
類
似
団
体
と
比
較

し
て
超
過
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
財
政
規
模
の
縮
小
が
現
実
化
さ
れ

た
今
、
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る

町
民
本
位
の
自
治
を
構
築
す
る
た
め

に
も
、
行
政
の
規
模
と
範
囲
を
見
直

し
、
小
さ
な
行
政
組
織
で
も
町
民
満

足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で

き
る
体
制
へ
と
転
換
す
る
こ
と
で
、

必
要
な
職
員
数
の
確
保
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
洞
爺
湖
町
行
政
改

革
大
綱
が
示
す
改
革
の
柱
の
一
つ
で

あ
り
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
体

制
の
確
立
と
そ
れ
を
支
え
る
職
員
数

の
適
正
化
を
目
的
と
し
、
そ
の
た
め

の
対
策
に
つ
い
て
の
取
組
み
や
目
標

値
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
職
員
数
の
将
来
の

方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
次
の
３

点
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

●
必
要
最
小
限
の
職
員
で
、
行
政
サ

　
ー
ビ
ス
の
質
的
維
持
を
模
索
す
る

　
こ
と

●
新
し
い
洞
爺
湖
町
を
支
え
る
人
材

　
の
確
保
を
計
画
的
に
行
う
こ
と

●
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
早
期
に

　
構
築
す
る
こ
と

　
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32

年
４
月
１
日
ま
で
の
10
年
間
と
し
、

平
成
32
年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数

の
目
標
を
定
め
ま
す
。

効
率
的
で
効
果
的
な

　
　
　
　
行
政
体
制
の
確
立

〜
職
員
数
の
適
正
化
〜

計
画
策
定
の
目
的

計

画

期

間

パブリックコメントを募集！

洞爺湖町定員適正化計画（案）
パブリックコメントを募集！

洞爺湖町定員適正化計画（案）

　町では、最小の経費で最大の効果をあげることのでき
る行政組織の実現や地域住民との協働による町民本位の
自治の構築に向け、計画的に職員数の減少を図る「定員適
正化計画」の素案を作成しましたので公表いたします。
　つきましては、計画策定に当たって次のとおり案の概
要などをお知らせしますので、ご意見をお寄せください。
　お寄せ頂いたご意見の反映については、庁内において
検討させていただきます。
　なお、案の全文は町ホームページ及び総務課窓口で閲
覧できます。

　町では、最小の経費で最大の効果をあげることのでき
る行政組織の実現や地域住民との協働による町民本位の
自治の構築に向け、計画的に職員数の減少を図る「定員適
正化計画」の素案を作成しましたので公表いたします。
　つきましては、計画策定に当たって次のとおり案の概
要などをお知らせしますので、ご意見をお寄せください。
　お寄せ頂いたご意見の反映については、庁内において
検討させていただきます。
　なお、案の全文は町ホームページ及び総務課窓口で閲
覧できます。

洞爺湖町定員適正化計画(案)に関する
パブリックコメント

意見募集期間

意見などの提起方法

意見などの提出様式

提出先

　平成21年８月３日（月）～平成21年９月４日（金）（必着）

　次の事項を記載した用紙により、以下に掲げるいずれ

かの方法で総務課宛にお届けください。また、お寄せい

ただいたご意見などは原則公開いたしますので、電話に

よるご意見などは受け付けておりませんので、ご了解く

ださい。

○件　　名：定員適正化計画に対する意見

○氏　　名（法人の場合は法人名）

○住　　所（法人の場合は所在地）

○電話番号

○ご意見等：（提起の趣旨、内容等）

○電子メールの場合：syomu@town.toyako.hokkaido.jp

○郵送の場合

　送付先　〒049-5692　洞爺湖町栄町58番地

　あて先　洞爺湖町総務課あて

○ＦＡＸの場合：0142-74-2121　洞爺湖町役場総務課あて

定員適正化計画とは？
　町の職員数は、何人が適正であるかとい

う決まりはありません。定員適正化計画と

は、人口や産業などの様々な要因から町の

職員数を定め、計画的に運営していくため

の計画です。



職
員
数
の
現
状

職
員
数
の
推
移

目
標
値
の
算
出
方
法

目
標
実
現
の
た
め
の

方
策

臨
時
職
員
等
の見

直
し

■
職
員
の
年
齢
別
構
成
率
（
平
成
21

年
４
月
１
日
現
在
）

■
職
員
数
の
推
移
（
各
年
度
４
月
１

日
現
在
）

　
定
員
の
目
標
数
値
は
、
次
の
考
え

方
に
基
づ
き
算
出
い
た
し
ま
し
た
。

(1)
　
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
に
お

け
る
類
似
団
体
（
67
団
体
）
の
う
ち
、

人
口
規
模
が
同
等
で
あ
る
12
団
体
の

平
均
値
（
以
下「
類
団
値
」と
い
う
。）

を
使
用
す
る
。

(2)
　
類
団
値
と
平
成
21
年
４
月
１
日

現
在
の
当
町
の
職
員
数
を
比
較
し
、

地
理
的
要
因
や
産
業
形
態
等
に
よ
り
、

特
殊
性
を
有
し
て
い
る
要
因
を
抽
出

し
加
味
す
る
。

(3)
　
(1)
及
び
(2)
の
数
に
計
画
期
間
中

の
人
口
減
少
率
を
乗
じ
た
数
を
、
本

計
画
に
お
け
る
将
来
目
標
の
職
員
数

と
す
る
。

　
平
成
21
年
度
（
１
６
５
人
）
→
平

成
32
年
度
（
１
３
１
人
）

　
減
少
数
　
34
人
　
減
少
率
20
・
６

％　
職
員
数
の
目
標
実
現
の
た
め
に
行

う
べ
き
こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
組
織
機
構
の
見
直
し

●
支
所
等
に
お
け
る
機
能
及
び
出
先

　
機
関
の
見
直
し

●
職
員
の
能
力
向
上
の
環
境
づ
く
り

●
事
務
事
業
の
効
率
化

●
協
働
の
推
進

●
事
務
事
業
の
広
域
化

※
類
似
団
体
と
は
、
全
国
の
市
町
村

を
「
人
口
」
と
「
産
業
構
造
」
を
も

と
に
類
型
化
し
た
も
の
で
す
。

　　
職
員
数
が
減
少
し
た
こ
と
に
対
し

て
、
安
易
に
臨
時
職
員
な
ど
で
対
応

す
る
こ
と
は
、
事
務
事
業
の
効
率
化

や
町
民
な
ど
と
の
協
働
の
推
進
を
さ

ま
た
げ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、

臨
時
職
員
等
数
に
つ
い
て
も
計
画
的

に
管
理
し
、
適
正
な
数
と
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

区　　分
年 齢 別 構 成

50歳～59歳

40歳～49歳

30歳～39歳

29歳以下

合　　計

人　　数

48人

51人

59人

7人

165人

構 成 率

29.1％

30.9％

35.8％

4.2％

100.0％

区　　分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

職 員 数

対前年度増減

住 基 人 口

184人

―

11,143人

181人

△3人

10,869人

175人

△6人

10,682人

165人

△10人

10,518人

職 員 数

年度当初

新規採用

定年退職

H21

165

0

△3

H22

162

0

△5

H23

158

1

△6

H24

153

1

△3

H25

151

1

△9

H26

143

1

△8

H27

137

2

△6

H28

136

5

△4

H29

135

3

△2

H30

135

2

△3

H31

134

2

△10

H32

131

7

－

単位：人

※問合せは、総務課庶務・職員グループ
　　74-3000

※



　　田小学校

　　の特別支

援学級の子ど

もらが、生活

体験の授業で、

７月15日役場

を訪れ、エン

トランスロビ

ーの窓拭きに

チャレンジし

ました。

　あまり外で活動する機会が少ない子供らのために将来社

会で生活するうえでの経験をつませるのが目的で、初体験

の校外授業を企画。

　すみれ、さくら、たんぽぽの児童13人と教諭ら約20人が、

脚立を使いながらロビーのガラスに洗剤を吹付け、スポン

ジなどで拭取るとみるみるうちにピカピカに。

児童らは、「楽しい」といいながら、窓拭きを競いあうように

行っていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域でスポ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーツを根

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付かそうと活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動している総

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合型地域スポ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーツクラブ設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立準備会が、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月５日「町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民ウォークラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リー」を開き、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６チームが参

加して、ウォークとゲームが加わった新しいスポーツに挑

戦しました。

　このラリーは、タイム20点、ゲーム・クイズ80点に配分。母

と子の舘を出発点に、約10kmのコースを各関門に備えられ

ているクイズに応えながら、事務局が設定しているタイム

を予想してゴールするというもの。

　各チームともどんなクイズがでるのか、どのくらいのタ

イムが設定されているのか、予想を楽しみながらスタート

しました。

　　月５日、平成21年度「馬頭観世音慰霊式（主催　馬頭観

　　世音碑保存協賛会）が、大磯の馬頭観世音碑と歴史公園

内の馬頭観世音碑前で行われました。

同公園内で催された式典には、約30人の関係者が参列しま

した。

　読経が続く

中で、一人ひ

とりが焼香を

行い、活躍し

てくれた愛馬

の往年を偲び

ました。

　　年７月、

　　当町で

開催された

「北海道洞

爺湖サミッ

ト」の開催

１周年を記

念して、７月

６日～17日

まで、役場の町民ロビーで「北海道・洞爺湖サミット写真展」

が開かれました。

　同写真展では、サミット決定までの経過や会議風景、警備

など約40枚の写真パネルが並べられ、当時の状況が紹介さ

れていました。

　来場者らは、１年前のにぎわいに懐かしさを感じながら

パネルを眺めていました。

虻小特別支援学級の児童ら
初体験の役場窓拭き

ゲームとウォークで楽しむ
町民ウォーラリー開く

北海道洞爺湖サミット開催から1年
記念写真展開く

愛馬を偲び
馬頭観世音慰霊式挙行

懐かしくパネルに見入る来場者懐かしくパネルに見入る来場者

ピカピカに窓を磨き上げた虻小特別支援学級の児童らピカピカに窓を磨き上げた虻小特別支援学級の児童ら

元気にスタートを切る参加者元気にスタートを切る参加者

読経の中、愛馬を偲ぶ関係者読経の中、愛馬を偲ぶ関係者



親子3世代で仲良くゲーム楽しむ
じゃんけんゲームで盛り上がる

サミットの森で下刈り体験ツアー
札幌から100人参加

町と酪農学園大学が地域総合交流協定締結
連携して環境保全に取組む

　　ろいろなスポーツを親子３世代で楽しく体験しようと

　　「スポーツゲームスin洞爺湖」（主催　洞爺湖町・健康づ

くり大学洞爺湖キャンパス事業推進協議会）が７月25日、財

田キャンプ場にある室内体育館で開かれました。

　当日は、親子３世代23チームが参加し、３グループに分か

れて対抗戦で競いあいました。

　じゃんけんを使った、じゃんけん列車、じゃんけんサッカ

ーなどのゲームに子どもらはおおはしゃぎ。第１、２世代は

日ごろの運動不足がこたえている様子でした。

　　月29日洞爺湖の保全や地域の活性化を目的に、洞爺湖

　　町と酪農学園大学・同短期大学部とが地域総合交流協

定を締結しました。

　この日は、谷山学長らが役場を訪れ、長崎町長と協定書を

交しました。

　協定では、ウチダザリガニの駆除や洞爺湖の水質科学調

査、中島のエゾシカの生態調査などでの協力をうたってい

ます。

　長崎町長は「世界に誇れるこの地域の自然景観を相互協

力の下に保全、保護していきたい」と述べ、谷山学長も「地域

と大学が連携して環境破壊などの課題を克服していくこと

が、大学に求められている」と協定の意義について語りまし

　　海道洞

　　爺湖サ

ミット開催

を記念して、

西山火口散

策路南口の

町有地に作

られた、「サ

ミット記念

の森」で、７

月25日北海

道主催の「サ

ミット記念

の森下刈り

体験ツアー」

が行われ、

札幌などから約100人が参加しました。

　作業前には、坂下智恵子北海道森林環境局森林活用課参

事が「地球温暖化を防止する役割を持つ森として、今後も植

樹を行っていきたい」とあいさつ。

　参加者は、雨がふるあいにくの空模様の中、慣れた手付き

で伸びてきた雑草などを刈上げました。

ゲームで盛り上がる参加者らゲームで盛り上がる参加者ら

協定書を交わし握手する長崎町長と谷山学長協定書を交わし握手する長崎町長と谷山学長

雨の中、下刈りする参加者雨の中、下刈りする参加者



　
　
文
人
の
精
神
文
化
か
ら
学
び
、

　
　
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
よ
う
と
縄
文
遺
跡
を
も

つ
自
治
体
が
集
ま
り
、「
縄
文
シ
テ
イ

サ
ミ
ッ
ト
in
と
う
や
湖
」（
主
催:

縄
文

シ
テ
イ
サ
ミ
ッ
ト
in
と
う
や
湖
実
行

委
員
会
・
縄
文
都
市
連
絡
協
議
会
）が
、

７
月
３
日
、
４
日
の
両
日
洞
爺
湖
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。「
心-

人
と
自
然
と
の
共
生
・
縄
文
人
の
精

神
文
化
に
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
各

自
治
体
の
首
長
や
町
民
な
ど
延
べ
約

８
０
０
人
が
参
加
し
、
講
演
や
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
木
村
利
正
実
行
委
員
長

が
「
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
、
縄
文
人
の

心
を
学
ぶ
機
会
に
し
た
い
」
と
歓
迎

の
挨
拶
を
行
い
、
フ
ラ
ワ
ー
ビ
ー
ン

ズ
の
合
唱
と
洞
爺
湖
音
頭
保
存
会
に

よ
る
洞
爺
湖
音
頭
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
り
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
縄
文
遺
跡
を
持

つ
当
町
他
道
内
４
市
町
が
世
界
遺
産

へ
の
取
組
み
と
し
て
、
活
動
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
基
調
講
演
に
移
り
安
田

喜
憲
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

が
「
地
球
へ
の
祈
り
と
縄
文
文
化
」

と
題
し
て
講
演
。
安
田
氏
は
「
縄
文

時
代
は
、
今
ま
で
の
環
太
平
洋
で
生

ま
れ
た
破
壊
す
る
文
明
で
な
く
、
共

生
す
る
文
明
で
あ
る
」
と
説
き
、
そ

の
精
神
を
「
地
球
の
生
き
と
し
生
け

る
も
の
の
命
を
つ
な
ぐ
考
え
方
で
あ

る
」
と
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
力
強
い
聖
龍
太
鼓
で

幕
が
開
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
メ
イ

ン
は
、
小
林
辰
雄
國
學
院
大
學
名
誉

教
授
と
本
田
優
子
札
幌
大
学
教
授
に

よ
る
記
念
対
談
。

　
小
林
名
誉
教
授
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

の
ル
ー
ツ
と
し
て
縄
文
文
化
が
あ
る
」

と
語
り
、
そ
れ
を
引
き
継
い
で
本
田

教
授
が
ア
イ
ヌ
社
会
の
原
点
と
し
て

「
人
に
も
の
を
与
え
る
こ
と
を
惜
し

む
心
は
最
高
に
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ

る
」
と
の
考
え
を
紹
介
し
、
縄
文
人

と
の
共
通
性
を
「
そ
の
精
神
の
あ
り

よ
う
に
あ
る
」
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　
縄
文
都
市
連
絡
協
議
会
加
盟
の
首

長
ら
の
意
見
交
換
で
は
、
縄
文
遺
跡

を
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振
興
に
ど
う

結
び
つ
け
て
い
っ
て
い
る
の
か
、
各

地
域
で
の
具
体
的
な
取
組
み
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
長
崎
町
長
が
「
縄
文
シ
テ

ィ
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を
読
上
げ
、
２

日
間
の
サ
ミ
ッ
ト
に
幕
が
降
ろ
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
の
外
で
は
、
地
元
の
縄
文
サ

ー
ク
ル
「
ア
プ
タ
フ
レ
ナ
イ
の
会
」

の
会
員
に
よ
り
、
地
場
の
魚
介
類
が

盛
り
だ
く
さ
ん
の
縄
文
鍋
が
振
舞
わ

れ
、
サ
ミ
ッ
ト
成
功
に
一
役
か
っ
て

い
ま
し
た
。

　
　
幌
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
製
作
会

　
　
社
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
リ
ン
ク

（
森
影
依
社
長
）
が
、
縄
文
シ
テ
ィ

サ
ミ
ッ
ト
を
前
に
、
子
ど
も
ら
に
縄

文
文
化
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
と
縄
文
関
係
の
書
籍
30
冊
を
町
内

の
８
小
中
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
６
月
30
日
に
は
虻
田
小
学
校
を
訪

れ
、
児
童
会
長
の
山
崎
夏
希
さ
ん
に

直
接
本
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　６月27日、「縄文シティサミ
ットin洞爺湖」（主催:同実行
委員会等）の開催を告げるオー
プニングセレモニーが、入江・
高砂貝塚館前で行われ、町民や
関係者約100人が参加して開催
を祝いました。
　当日は、発掘された土偶をモ
チーフに、町民の寄付で作られ
た御影石製のモニュメントの除
幕式と不審火に遭い復元した竪
穴住居も公開されました。

縄文シティサミット
オープニングセレモニー
縄文シティサミット
オープニングセレモニー

縄文人の共生の
精神に学ぶ

縄文シティ
サミット開く

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
製
作
会
社

縄
文
関
係
の
本
寄
贈モニュメントの除幕式モニュメントの除幕式 虻小での贈呈式虻小での贈呈式

意見交換での各自治体の首長意見交換での各自治体の首長

縄文シティサミット宣言を読上げる長崎町長縄文シティサミット宣言を読上げる長崎町長

安田喜憲日本文化研究センター教授安田喜憲日本文化研究センター教授



■開催日 ９月19日（土）・20日（日）

■会　場 洞爺湖温泉
         湖畔遊歩道広場（主会場）

第2222回 北海道ツーデーマーチ北海道ツーデーマーチ第22回 北海道ツーデーマーチ～広大な自然の大パノラマに感動は続く～

別

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

距離

40km

20km

10km

2km

受付

６：00

７：00

８：00

９：00

スタート

７：00

８：00

９：00

10：00

ゴール

11：00～
16：00

コース名

洞爺湖ぐるっと一周コース

洞爺湖・豊浦パノラマコース

洞爺町グルメコース

アルコロジーコース

■第１日目　９月19日（土）

２ 日 間 参 加

１ 日 参 加

アルコロジー参加

大人　2,000円

大人　1,000円

大人　　500円

中学生以下　1,000円

中学生以下　　500円

中学生以下　 無　料

■参加登録費

別

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

距離

30km

20km

10km

5km

受付

６：00

８：00

スタート

７：00

９：00

ゴール

11：00～
15：00

コ ー ス 名

伊達・有珠ぐるっと一周コース

壮瞥・北の湖記念館公園コース

洞爺湖中島コース

西山火口散策コース

■第２日目　９月20日（日）

主催　北海道ツーデーマーチ実行委員会
　　　（事務局　0142‐75‐4400)

　
　
月
14
日
、
友
好
都
市
を
結
ん
で

　
　
い
る
香
川
県
三
豊
市
議
会
の
町

づ
く
り
特
別
推
進
委
員
会（
13
名
）の

メ
ン
バ
ー
が
、
ま
ち
づ
く
り
と
環
境

と
を
結
び
付
け
た
洞
爺
湖
町
バ
イ
オ

マ
ス
構
想
の
視
察
た
め
に
当
町
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
対
面
式
で
は
、
両
町
の
議
員
紹
介

が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
生
ゴ
ミ
堆
肥

化
施
設
「
花
美
館
」
と
水
産
系
の
堆

肥
化
施
設
「
海
の
華
」
に
つ
い
て
説

明
が
町
側
か
ら
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
場
所
を
移
し
て
「
同
花
美

館
」
と
「
同
海
の
華
」
の
現
地
を
視

察
し
、
生
ゴ
ミ
な
ど
の
堆
肥
化
利
用

施
設
の
実
態
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
一
方
同
市
の
子
供
た
ち
も
「
第
16

回
ふ
る
さ
と
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ツ
ア

ー
」
で
、
小
学
校
６
年
生
８
名
と
引

率
者
３
名
が
24
日
か
ら
27
日
ま
で
当

町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
24
日
は
、
役
場
で
歓
迎
式

が
行
わ
れ
、
長
崎
町
長
が
「
あ
い
に

く
の
天
気
で
す
が
、
か
ぜ
な
ど
ひ
か

な
い
で
、
良
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。

　
翌
日
か
ら
、
町
内
の
小
学
生
と
の

交
流
や
サ
ミ
ッ
ト
記
念
館
な
ど
の
施

設
見
学
、
カ
ヌ
ー
体
験
、
芋
ほ
り
体

験
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ

ー
を
こ
な
し
、
楽
し
い
３
日
間
を
過

ご
し
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　洞爺湖の環境を考えよう

と環境省洞爺湖自然保護館

事務所と地元ダイバーや洞

爺湖温泉中学校の生徒が協

力して７月17日洞爺湖の水

中清掃を行いました。

　約１時間の清掃で、空き

缶や空き瓶など約50 が水

中から引き揚げられ、水中

での作業を映像で見ていた

中学生も分別収集を手伝い、

あまりのゴミの多さに驚い

ていました。

温泉中学生ら
洞爺湖底清掃
温泉中学生ら
洞爺湖底清掃

友好都市三豊市から
議会議員や小学生が
当町を訪問

対面式を行う両市町の議会議員の皆さん対面式を行う両市町の議会議員の皆さん

ゴミの分別収集を行う中学生ゴミの分別収集を行う中学生
歓迎式後、記念撮影を行う歓迎式後、記念撮影を行う



　
　
月
24
日
洞
爺
地
区
の
戦
没
者
追

　
　
悼
式
が
、
遺
族
や
関
係
者
な
ど

約
50
人
が
参
列
し
、
忠
魂
碑
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
長
崎
町
長
が
「
戦
争

の
悲
惨
さ
、
平
和
の
大
切
さ
、
生
命

の
尊
さ
を
次
の
時
代
へ
伝
え
て
行
く

こ
と
を
固
く
お
誓
い
い
た
し
ま
す
」と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
遺
族
を
代
表
し
て
鈴
木
孝
洞

爺
湖
町
遺
族
会
洞
爺
地
区
代
表
が
「
戦

没
者
は
、
誰
よ
り
も
平
和
を
求
め
ま

す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
伝
え
て
い
く
の
が
私
達
の
責
任
と

考
え
ま
す
」
と
追
悼
の
辞
を
述
べ
、

最
後
に
参
列
者
が
菊
の
花
を
忠
魂
碑

に
さ
さ
げ
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

永久の平和を誓う

洞爺地区
戦没者追悼式
洞爺地区
戦没者追悼式

洞爺湖町は昨年、「非核平和の町宣言」をしました。
21世紀を、なんとしても“平和の世紀”として、子や孫に引き継ぎたい。

戦争と、その中で体験した事実を語り継ぎましょう!
命の尊さかみしめて。

■と　き　９月１日(火)～11日(金)
　　　　　９時～17時30分

■場　所　役場ロビー
戦時中・戦後の暮らしを写真や資料で紹介

■主催/洞爺湖町’09戦争と平和展実行委員会

すいとん食べて
戦争を語りつぐ集い
■と　き

 ９月５日(土)
　12時～14時30分

■ところ

 さわやか別館(栄町)
※すいとんを食べながら、町

　内の戦争体験者や遺族の

　方からお話をお聞きします。

※すいとん材料と資料代と

　して、200円お願いします。

　(高校生以下は無料です。)

’09年戦争と平和展

　76-2613(松本秀男 実行委員長)
　82-5660(菊池尊征 事務局長)
　74-3010(教育委員会)

■連絡先

　楽しい育児と、ステキな仲間づくりを応援しようと、今年も『はつらつパパ・ママの子育てセミナー』を行います。対象は町内に在住する０歳（７カ月）～３歳のお子さ
んをもつおとうさん・おかあさんと、これからおかあさんになる妊婦さんです。
　セミナーは食の講話と実践、歯の話、紙で作るからくりおもちゃなどの計６回コースとなっています。当日は託児もおこないますので、気軽にご参加ください。

親子・妊婦さんも
楽しく過ごしてリ
フレッシュ！

当日は託児も
します。安心
してきてネ★

日　時 テ　ー　マ 講　　　師

９月１日（火）

９月８日（火）

９月16日（水）

９月29日（火）

10月13日（火）

10月20日（火）

びっくりかわいいペーパークラフト
～紙のからくり～

洞爺湖町保健師　佐久間万記子
子育て支援センター保育士
　　　　　　　　　平間　美穂

《会場》

健康福祉センター

さわやか

《時間》

受付９時45分～

開始10時00分～

伊藤歯科歯科衛生士
 伊藤　百香

洞爺湖町栄養士
鈴木　由

洞爺湖町栄養士
鈴木　由

洞爺協会病院薬剤師
山田　達生

だいじにしよう！
こどもの健康な歯

食卓は心の栄養
～講話編～

食卓は心の栄養
～実践編～

子育てに役立つくすりの話

パパ・ママのおしゃべ
りティータイム

※実技室の都合上、人数の制限があります。町民カレッジ対象事業です。
【申込み締切り】８月21日（金）
■申込み・問合せ　洞爺湖町子育て支援センター  76‐2008/健康福祉センターさわやか  76‐4006
■主　　　　 催　洞爺湖町子育て支援センター  76‐2008

※実技室の都合上、人数の制限があります。町民カレッジ対象事業です。
【申込み締切り】８月21日（金）
■申込み・問合せ　洞爺湖町子育て支援センター  76‐2008/健康福祉センターさわやか  76‐4006
■主　　　　 催　洞爺湖町子育て支援センター  76‐2008

昨年の戦争と平和展昨年の戦争と平和展

菊の花をささげる遺族の皆さん菊の花をささげる遺族の皆さん



長寿医療制度のお知らせ

75歳以上の方と65歳～74歳で一定の障がいのある方が対象

　長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に加入されている方のうち、保険料を年金からお支払いされている方は、８月が本

年度３期目のお支払い月です。

　また、納入通知書又は口座振替によるお支払いをされている方は、８月31日が第２期分の納期限となっています。

　なお、平成20年度の保険料のお支払いが、保険料軽減措置（均等割8.5割軽減、所得割５割軽減）により平成20年８月の年

金からのお支払いで終わっていた方は、今年度の保険料のお支払い方法が、以下のとおり年度途中で変わりますので、ご

注意ください。

　口座振替への変更をご希望される方は、住民課国保医療係、洞爺総合支所、温泉支所の各窓口へお申し出ください。

※ご注意いただきたいこと

 口座振替へ変更しても、年間の保険料は変わりません。

 既に年金からのお支払いから口座振替への変更手続きをされている

　方は、改めてお申し出いただく必要はありません。

 年金からのお支払いなどから口座振替に変更となる時期はお申し出

　の時期により異なります。

 国民健康保険料（税）を口座振替によるお支払いをされていた方も、長寿医療制度へ加入された場合は、お手数です

　が、再度口座振替の手続きが必要となります。

 保険料の支払い額は、所得税や個人住民税の社会保険料控除の対象となります。なお、加入者本人以外の口座からお

　支払いの場合は、支払われた方の社会保険料控除の対象となります。

お支払い方法

「 年 金 」か ら
お支払いの方

「口座振替」で
お支払いの方

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

納付
書等

納付
書等

納付
書等

口座
振替

口座
振替

口座
振替

口座
振替

口座
振替

口座
振替

口座
振替

口座
振替

口座
振替

年金 年金 年金

（９月までは納入通知書又は口座振替）（９月までは納入通知書又は口座振替） （10月以降は年金からのお支払いとなります）（10月以降は年金からのお支払いとなります）

年金からのお支払い 口座振替によるお支払い 納入通知書または口座振替によるお支払い

【昨年度の８月の年金で20年度保険料のお支払いが終わった方の今年度保険料のお支払い方法】

※年金の受給額が年額18万円未満の方、長寿医療制度の保険料と介護保険料の合計額が年金受給額の１／２を超え
る方は、10月以降も納入通知書または口座振替によるお支払いとなります。

●お申し出の際に必要なもの

「本人の保険証」

「口座振替の預金通帳とお届け印」

後 期 高 齢 者 医 療 制 度

保険料のお支払い方法を「口座振替」に変更できます。
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た
し
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う
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短
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あ
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た
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会
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よ
り

土
砂
溜
り
の
河
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の
中
洲
に
萌
ゆ
る
葦
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伶
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よ
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じ

り

ゆ

り

医療費助成のお知らせ

★１割の自己負担をした方は、月額上限額を超えた分が払い戻されます。        
　なお、同じ世帯の中に同一助成対象者がいる場合は、同一月内で合算し、上限額を超えた分が払い戻されます。
 （いずれも申請が必要です）
★所得制限の表の中で４人以上の扶養人数の場合については、お問い合わせください。

医療助成に該当する方で手続きのお済みでない方はお問い合わせください。

●身体障害者手帳１、２級及び３級の内部障害の方

●重度の知的障害者の方（ＩＱ35以下等）    

●療育手帳Ａ判定の方    

●精神障害者保健福祉手帳1級の方    

※65歳～74歳の方は、後期高齢者医療の障害認定を

　受けていることも要件になります。

※対象医療～入院・通院・訪問看護

（精神障害者は入院除く）

●ひとり親家庭等の18歳までの児童と、その児童を
　扶養・監護している母または父   
●ひとり親家庭等の20歳までの児童と、その児童を
　扶養している母または父   
※対象医療～入院･通院・訪問看護   
　（親は通院除く）

●０歳～12歳までのお子さん   

　（満12歳に達する日以後の3月31日まで）   

※対象医療～入院･通院・訪問看護   

　（小学生は通院除く）

助　　成　　対　　象 自 己 負 担
所得制限（主として本人の
生計を維持する方に適用）

重

度

ひ

と

り

親

乳

幼

児

等

扶養人数（人）

０

１

２

３

所得額（千円）

6,287

6,536

6,749

6,962

扶養人数（人）

０

１

２

３

所得額（千円）

2,360

2,740

3,120

3,500

扶養人数（人）

０

１

２

３

所得額（千円）

5,320

5,700

6,080

6,460

後期高齢者医療被保険者証に
１割負担と表示されている人
で、重度医療（障老）を受けてい
る方が町民税課税世帯の場合
は、重度医療での助成は適用さ
れません。

・町民税課税世
 帯の方は１割
 負担

入院 44,400円

（月額上限）

通院 12,000円

（月額上限）

・３歳未満児及

 び町民税非課

 税世帯の方は

 初診時一部負

 担金のみ負担

　　医科580円

　　歯科510円

　　柔道整復

（乳幼児は除く）

　　　　270円



　長寿祝い金支給事業も、条例の一部改正を行い、平成21年度
から次の通りに改定になりましたのでお知らせいたします。

 高齢者福祉バスなどに関する事業について、利用

状況の実態を調査し、今後の利用方法などについ

て検討する基礎資料とするため、次のとおり回数

券の利用を試行的に実施することになりましたの

で、高齢者の皆様には大変ご面倒をおかけいたし

ますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

◆回数券の交付について◆

　■試行期間　平成22年７月31日までの１年間

　■交付方法　本庁健康福祉課、洞爺湖温泉支所、

     　　　 　洞爺総合支所住民係の各窓口へ　

　　　　　　　高齢者福祉証を持参のうえ、お越

　　　　　　　　　　　　　しください。

健康福祉課 グループからのお知らせ福祉・
高齢者

　　では、財政健全化に向けた行財政改革に取り組んでいます。その一環として、高齢者入浴、一般入浴、「松

　　の湯」・「洞爺いこいの家」の入浴料金が平成21年10月１日から、次の通り改定になりますのでお知らせします。

利用者の皆様のご理解とご協力をお願いします。

高齢者福祉バスの利用状況調査を実施します
-高齢者福祉バス利用者の皆さんへ-

対象年齢

75歳

88歳

100歳

現　　行

10,000円

20,000円

200,000円

改　　定

廃　　　止

現行どおり

現行どおり（在町期間を 10年以上に設定）

■長寿祝い金の改定状況■

※一般入浴回数券及び専用回数券は大人の料金のみ改定となります。小学生・幼児は、現行どおりです。　

※障害者の方の入浴助成について開始します。助成の対象者は、次の方が対象となります。１～３級までの身体障害者手帳、

　Ａ・Ｂ判定の療育手帳、１・２級の精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方。

区　分 高齢者入浴助成券
一般入浴回数券
（大　人）

「松の湯」・「洞爺いこいの家」

現金入浴 専用回数券(大人) 障害者の方

370円/1回 3,700円(11枚綴)
大　人150円/1回
小学生 50円/1回
幼　児 20円/1回

4,200円(11枚綴)420円/1回

100円/1枚 3,700円（10枚綴）

4,200円（10枚綴）150円/1枚

現　行

改　定

購入・交換場所 本庁健康福祉課窓口・洞爺湖温泉支所窓口・洞爺総合支所住民係窓口（購入・交換日時は、平日８時45分から17時30分まで）

改定前の入浴券
をお持ちの方
(利用方法)

現行の入浴券（1枚100円）と改定後の入
浴券（1枚150円）を、９月18日から精算交
換していただきます（10月1日より、新入
浴券での利用となります）。

入浴施設に、改定前の入浴
回数券と現金50円を支払
って入浴することができ
ます。

入浴施設に、改定前の
入浴回数券と現金50
円を支払って入浴す
ることができます。

■入浴料金の改定内容

 【問合せ先】 洞爺湖町役場健康福祉課
            福祉・高齢者グループ　74-3001



　
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送
（
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）
は
２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で
に

終
了
し
、デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
し
ま
す
。

　
そ
れ
以
降
は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お
使
い
の
方
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ

放
送（
デ
ジ
タ
ル
放
送
）を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　テレビの調査会社やアン
テナ工事業者を装って、地
上デジタル放送を受信する
ための費用を不正に請求し
たり工事の勧誘を行う例が
起きています。
　地上デジタル放送に関す
る誤った情報や不十分な情
報に基づいて関連商品・サ
ービスを売りつける悪質商
法にご注意ください。

■総務省地デジコールセンター
　0570-07-0101
（平日９時～21時土・日・祝
日９時～18時）
※ＩＰ電話など、ナビダイ
ヤルがつながらない方は　
　03‐4334‐1111

悪質商法に悪質商法に
ご注意ご注意！ マンションなどの集合住宅にお住まいのみなさんへ

地デジ受信の準備はお済みですか？

地デジを見るにはどうするの？

※ＵＨＦアンテナの設置や交換が必要な場合があります。

　マンションなどの集合住宅での地デジ受信は、ビル単位での共同受信が一般的で

す。共同受信設備のデジタル化（アンテナ交換、ブースターの取り付け、配線の改修

など）が必要な場合がありますので、建物の所有者または管理組合にご相談の

上、お早めにご準備ください。

※地デジを見るためには、地上デジタル放送対応

　テレビまたは地上デジタル放送対応チューナー

　などの受信機が必要です。

※デジタル放送用アンテナの設置・工事・費用に

　関しては、施設の保守業者などに問合せくだ

　さい。

ＵＨＦアンテナ

地上デジタル放送対応
テレビ

ＵＨＦアンテナ

アナログテレビ デジタルチューナー
又はデジタルチューナー
内蔵録画機器

地上デジタル放送対応テレビをアンテナ
につなぎ、設定することで視聴できます。

地上デジタル放送対応テレビ
●大きさ：13型～50型程度
●価格：約４万円～60万円程度
※50型以上の大型もあります。

デジタルテレビに買い替える

現在お使いのテレビ（アナログテレビ）に、
地上デジタルチューナーもしくは、地上デ
ジタルチューナー内蔵録画機器を接続す
ると視聴できます。

地上デジタルチューナー
●価格：約１万円～数万円程度
地上デジタルチューナー内蔵録画機器
●価格：約５万円～30万円程度

アナログテレビを使い続ける

地上デジタル放送完全移行
2011年７月24日まであと 700日を切りました。



　
　
供
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
発

　
　
見
が
遅
れ
た
り
、
火
災
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
防
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
大
人
が
細
心
の

注
意
を
払
い
、
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ

な
ど
の
管
理
を
す
る
と
と
も
に
、
日

ご
ろ
か
ら
の
防
火
教
育
の
実
施
が
重

要
で
す
。

 
火
遊
び
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
注

　
意
す
る
。

 
子
供
た
ち
だ
け
で
火
の
取
り
扱
い

　
は
さ
せ
な
い
。

 
ラ
イ
タ
ー
等
を
子
供
の
手
の
届
か

　
な
い
と
こ
ろ
に
置
く
。

 
火
災
の
恐
ろ
し
さ
・
命
の
尊
さ
に

　
つ
い
て
の
教
育
を
行
う
。

　
夏
の
夜
の
楽
し
み
と
言
え
ば
「
花

火
」
で
す
。
夏
休
み
を
迎
え
る
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
楽
し
み
な
季
節
と

な
り
ま
す
が
、
遊
び
方
や
後
片
付
け

方
法
を
誤
る
と
火
災
に
繋
が
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
だ
け
で
の

「
花
火
」
は
避
け
、
必
ず
大
人
が
付

き
添
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
花
火
で
遊
ぶ
際
は
以
下
の
項
目

に
注
意
し
、
火
災
発
生
防
止
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

 
花
火
は
広
く
安
全
な
場
所
で
行
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

 
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
水
バ
ケ
ツ

　
に
浸
し
て
く
だ
さ
い
。

 
子
供
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な
い
で

　
く
だ
さ
い
。

 
風
の
強
い
日
は
花
火
で
遊
ば
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。

※
上
記
の
他
、
着
衣
着
火
や
花
火
を

分
解
し
て
遊
ぶ
な
ど
危
険
が
多
く
、

大
人
が
し
っ
か
り
と
監
視
し
て
安
全

に
遊
ぶ
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
21
日
（
水
）
札
幌
市
で
、
平

成
21
年
度
の
北
海
道
危
険
物
安
全
協

会
連
合
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
席
上
、
西
胆
振
危
険
物
安
全

協
会
本
町
地
区
会
員
の
 
岡
部
商
店

（
代
表
取
締
役
　
岡
部
昭
二
さ
ん
）と
、

温
泉
地
区
会
員
の
 
洞
爺
湖
温
泉
観

光
ホ
テ
ル
（
代
表
取
締
役
　
三
浦
和

則
さ
ん
）
の
２
事
業
所
が
栄
誉
あ
る

団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
危
険
物
の
安
全
に

対
し
、
特
に
功
労
が
あ
っ
た
個
人
及

び
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
回

は
、
道
内
の
１
１
３
団
体
が
受
賞
し

て
お
り
ま
す
が
、
お
二
人
か
ら
こ
れ

を
機
に
、
さ
ら
に
一
層
気
持
ち
を
引

き
締
め
て
、
危
険
物
の
安
全
に
取
り

組
む
決
意
を
力
強
く
述
べ
て
お
り
ま

し
た
。

　
６
月
26
日（
金
）伊
達
市
大
滝
区
「
大

滝
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
」
に
て
、
胆
振

地
方
消
防
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
胆
振
管
内
の
各
市
町

の
選
抜
さ
れ
た
消
防
団
員
が
、
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
大
会

で
「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」
と
「
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
の
２
種
目
が

あ
り
、
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」

に
出
場
し
た
洞
爺
湖
消
防
団
第
一
分

団
が
見
事
優
勝
、
「
ポ
ン
プ
車
操
法

の
部
」
に
出
場
し
た
洞
爺
湖
消
防
団

第
二
分
団
が
優
良
賞
と
い
う
好
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
出
場
さ
れ
た
団
員

の
方
々
及
び
関
係
者
の
皆
様
の
今
後

更
な
る
各
種
災
害
活
動
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

火
遊
び
は絶

対
し
な
い
!!

花
火
で
遊
ぶ
時
は

気
を
付
け
て
!!

危
険
物
施
設
に
栄
誉
あ
る

保
安
功
労
表
彰
を
受
賞

平
成
21
年
度
　
胆
振
地
方

消
防
訓
練
大
会
で
好
成
績

平
成
21
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
６
月
30
日
現
在

●
火
災
件
数
　
14
件

●
救
急
件
数
　
236
件

平
成
21
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
６
月
30
日
現
在

●
火
災
件
数
　
14
件

●
救
急
件
数
　
236
件

岡部昭二さん岡部昭二さん三浦和則さん三浦和則さん

左上から荒雄太団員・福島正和団員
前列左から大和徹団員・柴口和孝班長・阿部豊班長
左上から荒雄太団員・福島正和団員
前列左から大和徹団員・柴口和孝班長・阿部豊班長

左上から工藤伸幸団員・依田信一団員・荒町誠班長前
列左から三谷史憲団員・福原博文班長・小柳敏之団員
左上から工藤伸幸団員・依田信一団員・荒町誠班長前
列左から三谷史憲団員・福原博文班長・小柳敏之団員



　
　
在
、
あ
ぶ
た
福
祉
会
の
支
援
の

　
　
も
と
、
53
名
の
方
が
地
域
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
12
カ
所
、
単
身
１
カ
所

（
内
、
結
婚
世
帯
２
組
で
す
。）

　
こ
の
春
に
は
、
２
名
（
男
性
１
名
、

女
性
１
名
）
の
方
が
、
清
水
友
愛
の

里
を
退
所
し
て
新
た
に
地
域
生
活
を

始
め
て
お
り
ま
す
。
あ
ぶ
た
福
祉
会

で
は
、
地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
ふ

れ
ん
ど
」
を
地
域
生
活
支
援
事
業
の

拠
点
と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
自
分
達
で

も
考
え
、
お
互
い
が
支
え
あ
っ
て
豊

か
な
地
域
生
活
を
送
ろ
う
と
の
考
え

で
、
平
成
２
年
に
発
足
し
た
「
地
域

自
治
組
織
　
と
も
え
会
」
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

　
と
も
え
会
は
、
発
足
当
時
は
８
名

の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
38
名
の
会
員
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
域
生
活
者
の
約
70
％
が

加
入
し
て
い
ま
す
。
本
人
の
意
思
を

尊
重
し
、自
由
参
加
の
た
め
、全
員
が

加
入
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
活
動
内
容
と
し
て
、
年
１
回
の
定

期
総
会
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
春
、

秋
の
町
内
ゴ
ミ
拾
い
、
会
員
相
互
の

交
流
会
や
学
習
会
な
ど
、
役
員
が
中

心
と
な
っ
て
内
容
を
考
え
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
伊
達
市
な
ど
の

関
係
団
体
と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
は
会
員
だ
け
で
の

活
動
が
多
い
の
で
す
が
、
機
会
が
あ

れ
ば
町
内
の
各
団
体
、
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
方
々
と
の
交
流
を
図
る
事
が
出

来
れ
ば
地
域
生
活
の
幅
が
拡
が
り
、

よ
り
良
い
安
定
に
も
繋
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
ん

ど
と
し
て
も
、
今
後
も
充
実
し
た
地

域
生
活
を
継
続
し
て
送
れ
る
よ
う
、

微
力
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
く
努

力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
西
胆
振
心
身
障
が
い
者
職
親
会
主

催
に
よ
る
永
年
勤
続
者
表
彰
が
平
成

21
年
３
月
22
日（
日
）、
伊
達
ホ
テ
ル

ロ
ー
ヤ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
ぶ
た
福
祉
会
所
属
の
地
域
生
活

者
か
ら
も
勤
続
10
年
・
女
性
１
名
（
カ

ラ
カ
ミ
観
光（
株
）ホ
テ
ル
サ
ン
パ
レ

ス
様
）、
勤
続
５
年
・
男
性
５
名
（
ホ

ッ
コ
ー
建
設
運
輸（
株
）様
）
が
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
る
の
は
初
め
て
の
方

が
多
く
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
賞
状

や
記
念
品
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

会
が
進
む
に
つ
れ
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て

き
て
会
食
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽

し
ん
だ
り
、御
両
親
や
職
場
の
上
司
の

方
な
ど
か
ら
祝
福
を
受
け
、
今
後
の

仕
事
に
対
し
て
更
な
る
励
み
と
な
る
、

と
て
も
良
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
地
域
相
談
員
　
Ｍ
・
Ｋ
）

　
　
年
９
月
に
当
町
へ
英
国
か
ら
や

　
　
っ
て
き
て
い
た
、
ザ
ラ
・
シ
ュ

ー
ス
ミ
ス
さ
ん
と
ハ
ナ
・
パ
タ
ー
ソ

ン
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
年
二
人

が
、
１
年
間
の
任
期
を
終
了
し
て
帰

国
の
途
に
着
き
ま
し
た
。

　
来
る
前
は
、
静
か
な
田
舎
町
と
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ろ

ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
認
識

を
改
め
た
そ
う
で
す
。

　
ザ
ラ
さ
ん
は
「
よ
さ
こ
い
が
一
番

の
思
い
出
」
、
ハ
ナ
さ
ん
は
「
保
育

所
で
の
子
供
た
ち
と
遊
ん
だ
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
」
と
約
１
年
間
を
振
り

返
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
自
分
達
の
夢
実
現
の
た

め
大
学
で
の
学
生
生
活
に
戻
る
そ
う

で
す
。

あ
ぶ
た
福
祉
会

あ
ぶ
た
福
祉
会

第
20
号

地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
ん
ど
よ
り

表
彰
へ
の
道

そ
し
て
新
た
な
一
歩
へ

（地域自治組織ともえ会組織図）
会員38名

会長　１名
副会長２名
書記　１名
監事　２名

研修班４名レク・新聞班６名

支援担当者　地域サポートセンターふれんど２名

ゴミ拾いへの出発ゴミ拾いへの出発

楽しい夕食楽しい夕食

楽
し
か
っ
た
洞
爺
湖
町
で
の
生
活

英
国
青
年
帰
国

永年勤続の表彰を受けた皆さん永年勤続の表彰を受けた皆さん

洞爺湖町での生活を充分に楽しんだ英国青年洞爺湖町での生活を充分に楽しんだ英国青年



〈
一
　
般
〉▽
こ
わ
〜
い
は
な
し
（
せ

な
け
い
こ
）
▽
た
ま
ご
ち
ゃ
ん
シ
リ

ー
ズ
〈
全
８
巻
〉（
あ
き
や
ま
た
だ
し
）

▽
に
ゃ
〜
ご
、
テ
イ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス

〈
全
７
巻
〉（
宮
西
達
也
）
▽
テ
イ
モ
シ

ー
と
サ
ラ
と
も
り
の
よ
う
せ
い
（
芭

蕉
み
ど
り
）
▽
夢
を
か
な
え
る
！
ハ

ッ
ピ
ー
う
ら
な
い
ブ
ッ
ク
全
７
巻
（
小

泉
茉
莉
花
）▽
カ
ン
ガ
ル
ー
の
子
ど

も
に
も
お
か
あ
さ
ん
い
る
の
（
エ
リ

ッ
ク
カ
ー
ル
）
▽
乗
り
物
ワ
イ
ド
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ
２
自
動
車
ほ
か
編
〈
全
５
巻
〉

（
学
研
）

〈
一
　
般
〉▽
羊
を
め
ぐ
る
冒
険〈
上
・

下
〉
▽
Ｉ
Ｑ
８
４
〈
１
・
２
〉（
村
上

春
樹
）
▽
か
あ
ち
ゃ
ん（
重
松
清
）▽

鷲
と
雪
（
北
村
薫
）
▽
剣
岳
（
新
田

次
郎
）
▽
秀
吉
の
柳
〈
上
・
中
・
下
〉

（
加
藤
廣
）
意
地
、
宣
告
、
相
克（
佐

伯
泰
英
）▽
運
命
の
人
３（
山
崎
豊
子
）

▽
ジ
オ
パ
ー
ク
　
地
質
遺
産
の
活
用
・

地
域
づ
く
り（
平
野
勇
）▽
こ
の
国
の

食
を
守
り
た
い
（
辰
巳
芳
子
）

〈
児
　
童
〉▽
ピ
ア
ノ
は
夢
を
み
る
（
工

藤
直
子
）
▽
た
か
ら
も
の
は
な
あ
に
？

（
あ
い
だ
ひ
さ
）
▽
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
物
語
（
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
エ
イ
ブ
リ

ー
）

　
　
干
し
は
唾
液
腺
が
刺
激
さ
れ
胃

　
　
液
の
分
泌
が
盛
ん
に
な
り
消
化

が
促
進
さ
れ
ま
す
。
梅
干
し
に
含
ま

れ
る
ク
エ
ン
酸
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と

結
合
し
て
吸
収
を
促
進
す
る
作
用
も

あ
り
ま
す
。
魚
類
を
取
る
こ
と
で
梅

干
し
の
持
つ
ク
エ
ン
酸
と
の
相
乗
効

果
に
よ
り
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促

し
、
骨
粗
鬆
症
を
防
ぎ
ま
す
。

◆
セ
ロ
リ
さ
っ
と
煮

材
料
…
セ
ロ
リ
３
本
、
だ
し
汁
１
カ

ッ
プ
、
梅
干
し
３
〜
４
個
、
醤
油
少
々
、

砂
糖
少
々

作
り
方
…
 
セ
ロ
リ
を
洗
い
斜
め
切

り
す
る
 
梅
干
し
の
種
を
取
り
包
丁

で
荒
く
た
た
く
 
鍋
に
だ
し
汁
を
煮

立
て
 
を
入
れ
醤
油
と
砂
糖
を
加
え

セ
ロ
リ
を
入
れ
さ
っ
と
煮
ま
す
。

　
商
品
を
買
っ
て
販
売
組
織
に
加
入

し
、
そ
の
後
に
友
人
な
ど
を
誘
っ
て

組
織
に
加
入
さ
せ
る
と
、
そ
の
人
た

ち
を
勧
誘
し
た
こ
と
で
利
益
が
得
ら

れ
る
商
法
を「
マ
ル
チ
商
法
」と
言
い

ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
商
品
を
受

け
取
っ
て
20
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
、
20
日
が
過

ぎ
て
い
て
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
中
途
脱
退
や
商
品
返
品
も
可
能

で
す
。

　
マ
ル
チ
商
法
は
、
勧
誘
す
る
と
き

は
簡
単
に
儲
か
る
と
説
明
し
ま
す
が
、

思
う
よ
う
に
加
入
者
が
見
つ
か
ら
ず

に
、
商
品
の
支
払
い
だ
け
が
残
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
友
人
な
ど

を
強
引
に
誘
う
こ
と
で
、
人
間
関
係

が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
販
売
の
仕
組
み
が
十
分
に
理
解
で

き
な
い
と
き
に
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

（
※
毎
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
８
月
の
休
館
日

13
日
・
20
日
・
27
日
・
９
月
３
日

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

梅
干
で
暑
い

夏
を
乗
り
切
る

　
酸
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名
産
品

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
７
５
ｇ
　
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
７
５
ｇ
　
　
５
０
０
円

　
毎
月
21
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
　
76-

４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　 

　
75-

２
７
０
４

役
場
産
業
課
　   

　
74-

３
０
０
５

マ
ル
チ
商
法
に

マ
ル
チ
商
法
に

ご
注
意
！

ご
注
意
！

　　月２日洞爺湖町鳥獣被害防止対策協議

　　会の設立総会が、役場防災研修ホール

で開かれました。

　エゾシカやカラスなどの有害鳥獣による

農作物被害が深刻化する中で、町と関係機

関が連携して防止していくことを目的にし

たもので、農業関係機関５団体が出席しま

した。

　総会では、規約や昨年２月の施行の鳥獣

被害防止措置法による補助事業として、エ

ゾシカ捕獲実証実験の機材やキツネ捕獲の

わな導入などの事業計画を了承し、最後に

吉田茂副町長を会長に選任し終了しました。

鳥獣による農業被害防止へ
対策協議会設立

農業被害防止に向けて設立された
鳥獣被害防止対策協議会

農業被害防止に向けて設立された
鳥獣被害防止対策協議会



　
財
産
、
家
族
、
生
活
上
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
お
悩
み
の
問
題
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
に
際
し
て
は
、
具
体
的
な
資

料
な
ど
が
あ
れ
ば
、
持
参
さ
れ
ま
す

と
よ
り
効
果
的
で
す
。
な
お
、
相
談

さ
れ
る
方
は
、
８
月
26
日
ま
で
に
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
　
　
時
　
８
月
28
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
00
分
よ
り

■
場
　
　
所
　
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
小
会
議
室

■
相
談
対
応
　
弁
護
士
　
馬
見
州
一

　
　
　
　
　
　
先
生

■
申 

込 

み
　
洞
爺
湖
町
住
民
課
住

　
　
　
　
　
　
民
係
　
74
‐
３
０
０
２

■
日
　
時
　
９
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら
午

　
　
　
　
　
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
３
０
２

　
　
　
　
　
号
会
議
室

※
年
金
手
帳
等
を
ご
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
　

■
問
合
せ
　
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　
　
　
74
‐
３
０
０
２
　

　
国
民
年
金
基
金
は
、
老
後
に
受
取

る
国
民
年
金（
老
齢
基
礎
年
金
）の
不

足
分
を
補
う
た
め
の
上
乗
せ
年
金
と

し
て
創
設
さ
れ
た
公
的
な
年
金
で
す
。

○
加
入
で
き
る
条
件
は
…

・
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
（
農
業
年

金
加
入
者
除
く
）

・
道
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

○
メ
リ
ッ
ト
は
…

　
 
掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除

と
な
り
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
 
加
入
し
た
と
き
の
掛
金
や
受
取

る
年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

自
分
に
合
わ
せ
た
年
金
設
計
が
で
き

ま
す
。

　
 
保
証
付
き
に
加
入
し
た
方
が
保

証
期
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
遺

族
の
方
に
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
「
北
海
道
国
民
年
金

基
金
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
１
２

０-
65-
４
１
９
２
）
」
へ
。

　
洞
爺
湖
町
は
、
排
水
設
備
指
定
工

事
店
の
資
格
要
件
に
排
水
整
備
工
事

責
任
技
術
者
制
度
を
導
入
し
、
全
道

統
一
試
験
を
行
い
ま
す

　
な
お
、
既
に
登
録
し
て
い
る
方
は
、

受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
　
　
時
　
平
成
21
年
11
月
５
日（
木
）

informationinformation

お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
のお知

ら
せ

年
金
事
務
相
談
所
開
設

ご
存
知
で
す
か
？

『
国
民
年
金
基
金
』

排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
の
お
知
ら
せ

心
か
ら
お
く
や
み

申
し
あ
げ
ま
す

故佐々木ミツエさん
■６月１日死去
■85歳■遺族は岩
原義美さん■成香

故梅津庄平さん
■６月７日死去
■77歳■遺族はヒ
デ子さん■入３区

故八田恵津子さん
■６月８日死去
■36歳■遺族は佐藤
冷子さん■美沢東

故田所正勝さん
■６月９日死去
■94歳■遺族は信
二さん■虻１区

故水口克彦さん
■６月24日死去
■47歳■遺族は幸
彦さん■虻１区

故水戸政勝さん
■６月26日死去
■82歳■遺族はイ
ミさん■虻５区

故青柳タミさん
■６月29日死去
■93歳■遺族は伸
弥さん■清水区

故目七純子さん
■６月14日死去
■90歳■遺族は信
雄さん■清水区

　「ほくでんの社員」や「ほくで
んから委託されている調査員」
などと語り、訪問して家に入り
込み窃盗を行ったり、工事代金
をその場で請求するなど、ほく
でんの名を語ったトラブルが
この間発生しています。
　ほくでんでは、訪問する際
には、身分証明書を携行するこ
とになっていますし、工事を行
って直接その場で代金を請求
することもありません。
　不審に思ったら近くのほく
でんまで問合せください。
　北海道電力 室蘭支店
　　0143‐47‐1111（代表）

「ほくでん」の名を語る不審な
電話や訪問にご注意ください

故室谷胞代さん
■６月26日死去
■98歳■遺族は博
紀さん■泉区



　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜

■
場
　
　
所
　
札
幌
市
、苫
小
牧
市
、

　
　
　
　
　
　
室
蘭
市
、
函
館
市
な

　
　
　
　
　
　
ど
10
市

■
試
験
講
習
　
平
成
21
年
10
月
に
試

　
　
　
　
　
　
験
の
行
わ
れ
る
各
市

　
　
　
　
　
　
で
開
催
し
ま
す
。

■
手 

数 

料
　
受
験
料
４
、
０
０
０

　
　
　
　
　
　
円
、
受
講
料
（
テ
キ
ス

　
　
　
　
　
　

ト
代
込
）３
、０
０
０
円

■
受
付
期
間
　
平
成
21
年
９
月
１
日

　
　
　
　
　
　（
火
）〜
10
日（
木
）　

　
　
　
　
　
　
土
・
日
曜
日
は
除
く

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　
　
午
後
13
時
〜
15
時
30

　
　
　
　
　
　
分

■
問
合
せ
先
　
上
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　
　
74-

３
０
０
８

　
平
成
21
年
度
後
期
技
能
検
定
の
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
申
請
及
び
詳

し
い
問
合
せ
は
訓
練
協
会
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
９
月
28
日
（
月
）
〜
10

　
　
　
　
　
　
月
９
日
（
金
）

■
種
　
　
別
　
機
械
検
査
、
機
械
保

　
　
　
　
　
　
全
、
油
圧
装
置
、
建

　
　
　
　
　
　
築
大
工
、
配
管
、
鉄

　
　
　
　
　
　
筋
施
工
、
金
属
財
料

　
　
　
　
　
　
試
験
、
機
械
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
ト
製
図
、
産
業
洗
浄
、

　
　
　
　
　
　
綱
橋
塗
装
な
ど

■
問 

合 

せ
　
胆
振
地
方
技
能
訓
練

　
　
　
　
　
　
協
会
（
　
０
１
４
３

　
　
　
　
　
　
‐
24
‐
９
５
８
８
）

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
附
物
品

▼
有
珠
山
森
づ
く
り
花
づ
く
り
サ
ー

ク
ル
（
伊
藤
博
会
長
）
は
３
万
３
千

５
０
０
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〈
寄
附
物
品
〉

▼
松
原
秀
松
さ
ん
（
曙
）

▼
水
上
静
子
さ
ん
（
虻
５
区
）

　
７
月
号
ｐ
９
の
ま
ち
の
わ
だ
い
の

中
の
和
楽
器
サ
ー
ク
ル
和
三
盆
の
記

事
で
、
青
龍
太
鼓
と
記
述
し
て
い
る

の
は
聖
龍
太
鼓
の
誤
り
で
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

技
能
士
を
め
ざ
す
み
な
さ
ん
へ
　

後
期
技
能
検
定
国
家
試
験
の
案
内

訂
正
と
お
詫
び

北海道大学マンドリンオーケストラ
「アウロラ」

洞爺湖演奏会

～とうやこの
風にのせて～

2009年

8月22日（土）・23日（日）

■場　所：にぎわい広場（洞爺湖万世閣向かい）
　　　　 22日（土）12時～20時30分
　　　　 23日（日）10時～20時
■前売り券発売中:1,000円
　　　　　洞爺湖町商工会本所・洞爺湖温泉支所・

　　　　　洞爺支所他

■主　催：洞爺湖町商工会青年部　75-4185

寄

付

募集種目

防衛大学校
学 生

(推薦）高卒（見込み含）
21歳未満の者※推薦に
ついては高等学校長の
推薦等が別途必要です。

（一般）
高卒（見込み含）
21歳未満の者

（推薦）
平成21年
9月5日～9日

9月26・27日

1次
11月7・8日
2次
12月15日～19日
1次
10月31日
11月1日
2次
12月2日～4日

1次
9月23日
2次
10月17日～22日
3次
11月14日～12月18日

平成21年
9月7日～
10月2日

平成21年
8月1日～
9月11日

（一般）
平成21年
9月7日～10月2日

高卒（見込み含）
21歳未満の者

高卒（見込み含）
21歳未満の者

〒050-0083 室蘭市東町２丁目21-12　石井ビル１階

　　　　　 防衛省自衛隊札幌地方協力本部　室蘭地域事務所 

　　　　　 　0143（44）9533/総務課　74-3000

防 衛 医 科
大 学 校
学 生

航 空 学 生
（パイロット）

問い合わせ

申 し 込 み

資　　格 受付期間 試験期日

自 衛 官 募 集

●ディズニーランドペア旅行券
　(パスポート、航空券、宿泊費含む)

●洞爺湖温泉街のペア宿泊券
●地元特産品の詰め合わせ

抽選券で
当てよう!!
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人口と世帯の動き(平成21年6月30日現在)　男…4,904人(△5)　女…5,581人(△11)　計…10,485人　世帯…5,237世帯(△5)

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日
10
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11 12 13 14 15 16
・洞爺地区健康相談
(総)10:00～

・洞爺地区健康相談
(総)10:00～

・ヨガ教室（教）
17：00～　　　　
・フッ素塗布（さ）
13：00～

・保育所開放（本）
10:00～　　　　
・洞爺地区健康相談
（総）10：00～

・彫刻清掃(芸）
9：00～

・保育所開放（洞）
10:00～

・文学座（芸）
10：00～
・第20回洞爺湖町水
泳競技大会（水）
12：00～

・足ツボウォーク
(さ)10:00～

・乳児健診（さ）
13:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　
・親子ふれあい遊び
（さ）10:00～

・にぎわいまつり＆
ビアガーデン
～23日まで

・風鈴ピエロを作ろ
う(ビ）10：30～
・ナイトミュージアム
（芸）

・湖遊び(ビ）
10：00～
・ナイトミュージアム
（芸）

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。
ご家族は｢早く大きくな～れ｣と

成長を楽しみにしていることでしょう。
いろいろな可能性を秘めて
洞爺湖町に誕生した赤ちゃん。

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

・さ＝健康福祉センターさわやか　76-4006/・教＝社会教育課　74-3010/・総＝洞爺総合支所　82-5111/・本＝本町
保育所　76-2673/・入＝入江保育所　76-4317/・洞＝洞爺保育所　82-5559/・ビ＝洞爺湖ビジターセンター　75-
2555/・芸＝洞爺湖芸術館　87-2525/・水＝水泳協会（鈴木）　75-4400

岡島　竜輝くん
      　 　　(りゅうき)　 　 

信弘さん・茜さん
５月２日生　入１区

斎藤　鉄時くん
      　　　　(てつじ)　 　 

大介さん・里恵さん
５月12日生　入１区

山口竜之介くん
     　　(りゅうのすけ)　 　 

一樹さん・悠美さん
５月26日生　入４区

手塚すみれちゃん
      　　　　　 　 

広幸さん・いづみさん
５月11日生　温８区

柳谷　希優くん
      　　　　(きひろ)　 　 

幸太さん・里奈さん
５月24日生　入４区

西原　蒼太くん
      　　　　(そうた)　 　 

大介さん・さゆりさん
５月10日生　入１区


